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論文内容の要旨

本論文では,評価者による分析を必要とするWebペ-ジを削減するため,定量的デ-タを利用

してユ-ザにとって使いにくいWebペ-ジのインタラクション分析を行った研究について述べてい

る.ここで定量的デ-タとは,滞在時間,マウスや視線の動きといったWebペ-ジ閲覧中のユ-ザ

のインタラクションを定量的に記録したデ-タである.また,これらのインタラクションに関する定量

的デ-タを分析することをインタラクション分析と呼ぶ.

まず,第1章において,研究の背景を詳しく述べ,解決すべき問題を整理している.

第2章においてはWebユ-ザビリテイ評価の現状と課題について述べ,第3章では,評価作業

の効率化を目的として定量的デ-タを利用した評価支援手法について述べている.

第4章において, Webペ-ジ単位での集計が可能なユ-ザビリテイ評価支援環｢WebTracer｣

を提案している.まず,従来の定量的デ-タの記録方式の問題点について述べ,それに対する解

決方法として遅延キヤプチヤ方式を提案し,高解像度の表示と記録デ-タ量の削減,画面と定量

的デ-タの統合表示を実現している.また自動的にWebペ-ジ単位のインタラクションに関する

デ-タを収集･集計することが可能となる.

第5章において,定量的デ-タのうち,ユ-ザにとって使いにくいWebペ-ジの検出に有効な

定量的デ-タを明らかにするため,ユ-ザビリテイテステイングを実施し,記録した定量的デ-タを

利用してWebユ-ザビリテイの低いペ-ジを判別する実験について述べている.判別分析を行っ

た結果として,注視点移動速度が最も検出に有効な定量的デ-タであり, Webユ-ザビリテイの低

いペ-ジの判別が可能となることを示している.これらの結果を利用することにより,評価者による

分析を必要とするWebペ-ジを約半分に削減でき, Webユ-ザビリテイ評価の作業全体の効率化

が期待される.

最後に第6章において,論文のまとめと,今後の展望が述べられている.



(論文審査結果の要旨)

本論文では, Webユ-ザビリテイ評価における評価者の作業を削減することを目的とした方法が

提案されている.評価者による分析を必要とするWebペ-ジを削減するため,定量的デ-タを利

用してWebユ-ザビリテイの低いペ-ジを検出できるかインタラクション分析を行っている.

第4章では, Webペ-ジ単位での定量的デ-タのインタラクション分析を行うために開発した

ユ-ザビリテイ評価支援環境webTracerについて述べている. WebTracerでは,ブラウザ機能を

組み込むことによって定量的デ-タをWebペ-ジ単位に自動的に集計することを可能にしている.

また, WebTracerを利用したケ-ススタディとして,他の評価手法との比較を行い,優位性が確認さ

れており,評価者によるインタラクションに関するデ-タの収集･集計作業がWebTracerを利用する

ことによってどれだけ削減できるかについての考察などが例とともに示され,有用性が明確にされ

ている.

第5章では,記録した定量的デ-タのうち, webユ-ザビリテイの低いペ-ジの検出に有効な

定量的デ-タを明らかにしている. Webペ-ジ閲覧時の定量的デ-タと被験者自身による主観

的なWebユ-ザビリテイ評価の関連について実験を行い,定量的に分析している.分析の結果,

視線の移動速度がWebユ-ザビリテイの低いペ-ジを検出するのに有効であることが定量的に

示されている.また,分析から得られた関数の適用により,ユ-ザビリテイの評価者が収集したWeb

ペ-ジを全て調べる必要はなく,記録したWebペ-ジの約半分に対してのみユ-ザのインタラク

ションを詳細に調べる必要がある. Webユ-ザビリテイ評価における評価者による作業の効率化に

向けて,分析結果の有効性が定量的に示されている.

以上のように,本論文は,評価者による分析を必要とするWebペ-ジを削減するため,定量的

デ-タの収集･集計を自動化する方法,および,定量的デ-タを利用してユ-ザにとって使いにく

いWebペ-ジを検出するインタラクション分析の方法について述べている.各々の方法について,

効率的なwebユ-ザビリテイ評価に役立つ方法を提案している.どちらの方法も,研究の位置づ

けが明確にされた上で,全体にわたって十分具体的に記述されており,ケ-ススタディや実験によ

り定量的評価がなされており,信頼性が高い.これらの研究成果は, Webユ-ザビリテイ評価の分

野に大きく貢献するものであり,本論文は博士(工学)論文として価値あるものと認める.


